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新年あけましておめでとうございます。本年度、公
益社団法人太田青年会議所、第 59 代理事長を務め
させていただきます、田部井　翼と申します。どうぞ
よろしくお申し上げます。

昨年度は、石井理事長のもと「今、変革の時、若
者の力で新しい未来を」のスローガンのもと、今の
時代に即した多くの組織変革をして参りました。ま
た、昨今の厳しい情勢下であっても青年らしく様々
な事業を展開し、地域のためメンバーのためにと活
動をして参りました。その中でも、「ESCAPE IN 
OTA　〜チェイスタグ×500 人鬼ごっこ」や「Dream 
Lantern 〜夜空に願いを灯して」においては、多く
の地域団体様や OB 会の皆様にもご協力を頂き心よ
り感謝申し上げます。皆様にご協力いただきました事
により地域に対して強い発信力のある事業を開催で
きたと感じております。

2023 年度では、「仲間を集め　おもいを束ねて未
来へ繋げ !　地域に愛される組織になるために」を
スローガンに掲げ運動を展開して参ります。

我々太田青年会議所も、地域団体様や多くの諸先
輩方に支えられ 59 年もの間この地域で活動を続け
て参りました。日々変わりゆく社会の中で、近年の感

染症により脅かされた当たり前の日常生活や悪化して
しまった経済、そのことに真摯に向き合い立て直す
一助となる事が、地域のために我々が求められてい
ることだと感じております。

その問題を解決するために、諸先輩方が築いてこ
られたおもいを引継ぎ、太田青年会議所らしく多くの
メンバーを集い、明るい未来へ向けた活動をしてい
く所存で御座います。変化していく時代のなかで平
和な時もあれば、青年会議所活動をしている時間や
経済的な余裕もなく苦労した時もあったはずです。
そんな時でも閉ざすことなく59 年間も続けてきたお
もいと実績がこの太田青年会議所にはあると思って
おります。私たちもそんな太田青年会議所を信じ抜
き、地域で愛される組織になるために閉ざすことなく
しっかり次世代に繋げていきます。この地域に住み
暮らす方 、々未来に生きる若者や子供たち、同じ志
のメンバーがこの先ずっと幸せであり続けるために。
そして輝かしい 60 周年へおもいの襷を繋ぐために。

本年も、皆様の変わらぬご支援、ご指導賜ります
ようお願い申し上げるとともに、皆様のご多幸ご健勝
をご祈念申し上げ、新年のご挨拶とさせていただき
ます。一年間何卒よろしくお願い申し上げます。

公益社団法人太田青年会議所　２０２3 年度

     第５９代理事長　 田部井　翼
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田部井：まずは清水市長、日々のご公務で大変ご
多忙の中このようなお時間を割いて頂き誠にあり
がとうございます。
清水市長にお願いさせていただきました理由とし
ましては、この地域で活動し地域貢献を目指す団
体であれば、太田市のトップである市長にお話を
お聞きして、おもいを共感し、少しでも同じベク
トルで活動したいと考え、恐縮ながらご依頼をさ
せて頂きました。
我々の団体はこの地域に根付き、約 60 年近く継

続して活動をしてまいりました。しかしながら近
年メンバーの減少もあり、中々私どもの活動を理
解していただける方も少なくなってきているとい
うのも現実としてございます。人を増やすために
は太田市に住み暮らす人がいないことにはそもそ
も難しいと考えています。そのためには、群馬県
の太田市について認知をしてもらう事って非常に
重要なことだと思っております。清水市長は、情
報のスピードも早く、太田市を全国に発信するた
めの嗅覚のようなものをいつも感じさせていただ
いております。最近ですと東京オリンピックでの
ソフトボール選手の受け入れ、バスケットのクレ
インサンダーズを誘致等で日本中にこの太田市を
PR していただいたと思います。過去には国際ア
カデミーを設立された時も大きな話題になり、今
でも他県からの移住者が多くいます。
早速ですが、太田市長としてこの太田市の PRや
ブランディングをして売り込んでいくことに対し
て、なにか工夫していることや気にかけているこ
とがあれば教えていただけないでしょうか。
清水市長：特別意識していることはそんなにない
のだけど、やっぱりスポーツでいきたいなってい
う気持ちがあります。クレインサンダーズもそう
ですけども、他にも高校サッカーのプレミアリー
グにて桐生第一高校がホームタウンにしてやって
いることがあります。それにラグビーにおいても、
日野自動車が３月から試合を太田市で行います。
ラグビーを復活させていきたいなっていう気持ち
があります。そういった準備を様々やっていて太
田市といえばスポーツのようなイメージを創れて
きていると思います。スポーツで人が集まってき
てみんなが何か心を震わせるとか、そういうこと
ができればいいかなと。あともう一つは子供です。
全国で一番じゃないかと思うくらい隙がない子供
対策をやっています。あと、経費節減で職員も頑
張ってやっているので、低コストで高いサービス
をやろうという ISO がうちのメインです。経営の
やり方でコスト削減と高いサービスを与えるとい
う事を行っています。一番はそういうところが主
軸になっていますね。ただ目に見えない事なので、
メインとしてはスポーツとか子育てのいろんな事

JYOSYU-OTA 2023. JANUARY

清水 聖義（しみず・まさよし）

昭和16年12月７日生。太田市飯田町在住。

〔学歴〕昭和35年３月、群馬県立太田高等学校卒業。昭和
39年３月、慶應義塾大学商学部卒業。

〔公職歴〕自昭和54年５月１日〜至昭和58年３月29日、太
田市議会議員（一期）。自昭和58年４月30日〜至平成５年
７月４日、群馬県議会議員（三期）。自平成７年６月16日
〜至平成17年３月27日、太田市長（三期）※合併により任
期満了前に失職。自平成17年４月17日〜至令和３年４月
16日、太田市長（四期）。自令和３年４月17日〜至現在、太
田市長（五期目）。

〔その他主な公職〕学校法人太田国際学園理事長他。

〔著書〕『「前例」への挑戦一自治体はサービス創造企業ー』
（学陽書房）、『市長のひとりごと』（上毛新聞社）、『自治体

の経営戦略』（学陽書房）、『地方の一分』（おおた21政経ク
ラブ）、『教育より大切なものなんて、ない。』（おおた21政
経クラブ）。

〔趣味〕油絵、水彩画、読書、映画鑑賞、囲碁。

太田市長 第59 代理事長
清水聖義×田部井翼清水聖義×田部井翼
太田市長 第59 代理事長
清水聖義×田部井翼
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業とかそういうことになっていくわけですけど。
田部井：本当にそういうスポーツに力を入れて人
を集めていくっていうのは立派な PR、ブランディ
ングだと思います。
清水市長：運動公園も変えていこうかと。欅並木
などを整理し、全部バリアフリー化していこうと。
そういうことを今考えて実行に移しています。あ
と２年経つと大体全部完成する予定です。
田部井：もうすぐ、体育館もできますよね。
清水市長：来年の春には出来上がる予定です。
田部井：どんどん人が集まれるような環境をつ
くっていますね。
清水市長：そうですね。住むまではなかなかいかな
いかもしれないけど、太田市という、この両毛エリ
アの端っこの市を知ってもらえるような環境になっ
ていければなと。というふうに思っています。
田部井：そういう町が活気あるからこそ我々も活
動を活気的にできるっていうのもあります。本当
に私達はそういった恩恵を受けているのだなと感
じます。
清水市長：みんなで参加して一緒に盛り上げてい
きましょう。

田部井：はいそうですね。同じような思いで、こ
の地域を盛り上げていけたらなというふうに思っ
ております。
清水市長：人口に関していえば、人口ピラミッド
を見ると第２次ベビーブームの 50代では子供産
むよりも生活の豊かさの享受が高まって、あまり
子供を産まなかったのですよね。だから、尻すぼ

みの人口形態になっています。またその子供世代
の出生率もよくなく、結果人口が 8000 万人にな
るという尻つぼみの状況になっているわけです。
東京みたいに人が集中していく都市は別ですが、
それ以外は、急激な人口減少が起きていく。これ
はもう子供が多くいるほど、ほかの家よりも、な
んとなく豊かさがなくなってしまう、だから子供
は少ない方がいいじゃないかっていう。自分たち
の判断でそういうふうにきたわけですよね。当然
ながら教育にはコストがかかるから、そういった
考えになってしまう。だから太田市は子供に対し
てすごいお金をかけている。例えば高校受験する
中学３年生のインフルエンザの予防注射費用を助
成しています。あとは子供１人につき大体１年で
米10キロをお配りしています。それも非常にちっ
ちゃい頑張りですが、頑張ってねっていうエール
を送るのに口じゃ言えないので、お米５キロずつ
健診検診時ときに２回に分けて渡しするようにし
て。
あとは流入させることですね。他から来てもらう。
田部井：そういった意味で特に清水市長は、テレ
ビに出られる機会って多くありますよね。群馬県
太田市はそんな全国的に知名度がそんなにあると
こでは決してないと思うのですが、そういう中で
も清水市長はメディアに出られて情報に対してス
ピード感をもって直ぐに実行する。
我々も団体の人数を増やしていくには、太田青年
会議所ってどういう団体なのか、入会したらどん
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なメリットがあるのかっていうのを、特に重視し
て考えていかなくちゃいけない時期に来ている
なっていうふうに思っていて。
清水市長：自分たちの中だけで終わってしまうか
ら、青年会議所はね。
田部井：本当にそれも含めて子供たちに対した事
業でしたり、地域に貢献できるような地域に寄り
添えるような事業をより構築していかなくちゃい
けないのかなというふうには思ってはいるところ
ではあります。あの市長の考えを今日聞かせてい
ただきましたので、しっかりと懐に落として、市
長と同じおもいでしっ
かりやっていきたいな
というふうに思ってお
ります。
もう一つ聞いていいで
すか。太田青年会議所
は、やはり発信力って
いうのがおそらく足ら
ないのかと。４月に行っ
た 500 人鬼ごっこ事業
でいえば、もっと参加
人数の枠を広げてほし
いと言われるほど盛況
でした。また、ランタ
ン事業もそうですが、
参加していただいた方
は、JC が行っているの
だ、JCってそもそも何？
というような、多分そのくらいだと思うのです。
やっていることはそれなりに多分面白いはずだと
思うのですが。
清水市長：元々そのような感じだと思います。楽
しい事業やっていれば、もうそれはそれでみんな
が良かったねって言ってくれているのだからいい
かなと思うけどね。継続事業ですか。
田部井：そうですね。一応継続で考えています。
この前のランタン事業もそうなのですが、いい反
響をもらえると感じています。これは多分、コロ
ナ禍でなかなかイベントがなかったっていうスト
レスもあったのではないかと感じています。

清水市長：そうやって継続していけば市民に少し
ずつ存在をわかってもらえるんじゃないかな。
田部井：そうですね。なかなかそういうところに
本当に今、大変苦戦しております。
清水市長：ちなみに 2022 年の地域に対する事業
は先ほどの２つがメインですか。
田部井：そうですね今年は２つ、メイン事業をや
らせていただきました。
清水市長：２つでも中身濃くすれば面白い。
田部井：そうですね来年は先ほどの鬼ごっこをま
ず一つ決めていて。もう一つはまだ検討中、計画

段階ではあるのですけ
ど。たくさんの人が集
まるような、また、子
供に向けて良い事業を
行っていきたいなとい
うふうに考えており
ます。本当にこの太田
市を盛り上げたいって
思いは私達もずっと
思っているとこではあ
りますので、そういっ
たこともここに住まれ
る方にはわかって欲し
いなっていうふうには
思っています。
清水市長：提案ですが、
サンダースの応援団を
作ってください。

田部井：考えてみます。クレインサンダーズもか
なり地域に浸透していますよね。小学生が帽子を
かぶっていたり、ユニフォームを着たりとかして
いますよね。また、市役所の方も着られている。
やっぱり売り込みとかっていうのが、市長は本当
に上手だなって思います。我々もその辺もちょっ
と勉強させていただきます。
清水市長：みんなで応援して一緒にまち盛り上げ
ていきましょう。
田部井：是非とも一緒に盛り上げていきましょう。
本日は対談、誠にありがとうございました。
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太田市長
第59 代理事長清水聖義×田部井

翼
清水聖義×田部井

翼
太田市長

第59 代理事長清水聖義×田部井
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2023年度　総務広報委員会の委員長を務めさせていただきます、村田祐輔と申します。総務広報委員会では、
(公社)太田青年会議所のしっかりとした屋台骨となれるよう、常に先を見据えながら変化する時代に即した手段を
用いて様々な側面から組織運営の下支えを徹底して行っていきます。また、メンバーの参加意欲を高める為、適切
な情報共有を行ってまいります。そして、地域に住まう多くの方に、より太田青年会議所の価値を感じてもらう為、
諸活動をわかりやすく発信していきます。それらを続けていくことが、(公社)太田青年会議所のさらなる発展とな
ると信じ、一年間邁進して参ります。諸先輩方をはじめメンバーの皆様、ご指導ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

2023 年度会員研修委員会委員長を務めさせていただきます、橋本正由樹と申します。
会員研修委員会では、メンバーに青年会議所活動の意味を知っていただき、協力し合

いながら成長や学びを得る機会を作っていきます。
一人一人が、活動の目的を明確にし、互いの個性や考え方を受け入れることで、強固

な組織へするために一年間邁進して参ります。
皆様のご理解ご協力をお願い申し上げます。

2023 年度地域の魅力創造委員会委員長を務めさせていただきます。小島圭介と申し
ます。2023 年度地域の魅力創造委員会では、若者と協力して人を惹きつける事業を創
ることでこのまちをおもう気持ちを持っていただけるように働きかけます。そして若者に
はそのプロセスを学びやがて地域の為に行動を起こす力を養っていただきます。そんな
若者が一人でも増えることでこのまちの将来は明るくなると信じ一年間邁進してまいりま
す。諸先輩方をはじめメンバーの皆様、ご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

2023年度　拡大交流特別委員会　運営幹事を務めさせていただきます、清宮　豪と申します。拡大交流特別委員会で
は、名前の通り拡大と交流をメインとした委員会ですので、太田青年会議所の良さを再認識し、積極的に交流をしていく委
員会となります。「拡大は誰かがやってくれる」「拡大は拡大委員会がやってくれる」「自分の担いではない」そんな一人ひ
とりの一言が大きな問題を招いているのではないでしょうか。拡大は、組織の存続や運営のために行うものではありません。
自分自身の未来を創るために行うものです。しっかり現状を認め未来を創造して、皆様のおもいを繋げ、行動する同志を増
やしていけるよう１年間邁進して参ります。諸先輩方をはじめメンバーの皆様、ご指導ご協力をよろしくお願い申し上げます。

村田 祐輔

橋本 正由樹

小島 圭介

清 宮　豪

委員長

委員長

委員長

運営幹事
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▪総務広報委員会

▪会員研修委員会

▪地域の魅力創造委員会

▪拡大交流特別委員会
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委員会名称 役　職 氏　名

おもてなし国際人
育 成 委 員 会

委 員 二 渡 希 望

委 員 寺 内 岳 仙

両毛地域青年会議所協議会
委員会名称 役　職 氏　名

両 毛 交 流 委 員 会

委 員 長 金 井 政 和

総括幹事 重 原 　 巧

委 員 茂 木 將 多

委 員 塚 本 将 成

委 員 山 田 圭 佑

事 務 局
委 員 田 口 実 穂

委 員 鶴 貝 　 智

両毛つながる委員会

副委員長 佐 藤 崇 史

委 員 島　倉　淳由朱

委 員 角 田 英 晃

群馬ブロック協議会
委員会名称 役　職 氏　名

副 会 長 石 井 克 弥

ウェルビィーイング
推 進 委 員 会

委 員 寺 内 岳 仙

委 員 大 塚 祐 輔

委 員 中 川 純 希

アカデミー委員会
委 員 稲 塚 祐 輔

委 員 佐 藤 隆 平

LOM 支 援 委 員 会
委 員 森 　 幹 高

委 員 中 島 由 一
ア レ ッ ク ス

事 務 局
委 員 金 谷 圭 祐

委 員 池 戸 　 潤

委員会名称 役　職 氏　名
おもてなし国際人
育 成 委 員 会 委 員 山 田 宗 平

謹んで新春のお慶びを申し上げす。
本年度、群馬ブロック協議会において
副会長の職をお預かりさせていただく
こととなりました。昨年、理事長を経
験させていただき、残りの在籍年数も
少なくなり、太田青年会議所に対して
自分として何が残せるか考える時間が
増えて参りました。本年は出向に関わ
る貴重な経験を多くのメンバーの皆様
に伝えることができるよう、自身の役
割の責任をしっかりと自覚し担って参り
ます。これまで培ってきた経験を活か
し、群馬ブロックにおける太田青年会
議所の存在感を存分に発揮できるよう
一年間邁進して参りますので、現役メ
ンバーの皆様のご支援、OB会の皆様
からのご指導ご鞭撻のほどを心よりお
願い申し上げます。

謹んで新春のお慶びを申し上げます。本
年度、両毛地域青年会議所協議会におい
て両毛交流委員長の職をお預かりさせてい
ただくことになりました。本年度、両毛地
域青年会議所協議会では、「魅力溢れる両
毛を未来の子どもたちへ、そしてメンバー
へ」を基本理念とし、子どもたちに郷土愛
を育んでもらう事業と、メンバーの知見と友
情が広がる交流事業により、両毛地域の魅
力を伝えていくことを目標とし、活動してま
いります。委員長として、まず委員会が両
毛地域の魅力を改めて知り、そこから各地
LOMメンバーに感じていただきたいと考え
ます。さらにはそこで得たものを太田 JCの
LOM内に波及することで、さらなる太田青
年会議所の成長となるよう、一年間邁進し
てまいりますので、現役メンバーの皆さまの
ご支援、OB会の皆さまからのご指導ご鞭
撻のほどを心よりお願い申し上げます。

謹んで新春のお喜びを申し上げます。
本年度、両毛地域青年会議所協議会
において、両毛つながる委員会の副委
員長の職をお預かりさせていただくこ
とになりました、佐藤崇史と申します。
2023年度両毛地域青年会議所協議会
では、委員会を両毛交流委員会と両毛
つながる委員会の２つに増やし、両毛
地域において交流を重点項目としてさら
に充実した活動を行っていく予定です。
両毛つながる委員会は合同例会を担当
します。女性委員長のもと、今までに
無い視点での新たな事業を実施するべ
く、１年間邁進してまいります。私自身、
初の両毛出向、そして副委員長という
役職での出向となります。立派な両毛族
となるべく、現役会員の皆様のご支援、
諸先輩方からのご指導ご鞭撻のほど、
何卒よろしくお願いいたします。

(公社)日本青年会議
所／関東地区／群
馬ブロック協議会
／副会長

両毛地域成年会議
所協議会／両毛交
流委員会／委員長

両毛地域青年会議
所協議会／両毛つ
ながる委員会／副
委員長

石井克弥 金井政和 佐藤崇史

関 東 地 区 協 議 会

2023 年 1月／第 1号

JYOSYU-OTA 2023. JANUARY

■発行／公益社団法人 太田青年会議所　■編集／総務広報委員会
■群馬県太田市浜町３−６　〒373−0853　■ＴＥＬ（0276）48−1103　■℻（0276）48−1104
■メールアドレス▶info@otajc .com　■ホームページアドレス▶http://www.otajc .com/

２
０
２
３
年
度
　
出
向
者
一
覧

2023 年度 出向者紹介


